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テント 張り綱 

ロープワーク＜基本的なロープワークを覚えておけばキャンプで絶対トクをする。＞ 

ロープワークは技術と経験が物を言う。しかし、その方法はけして難しいものではない。基本的なロープワークを覚えておくだ

けでアウトドアのさまざまな場面に応用できるのだ。これだけ知っておけば、絶対に役立つ 5種類のロープワーク。 

 

アウトドアではロープほど便利で有効な道具はな

い。タープやテントの設営には必ずロープが必要。

荷物のパッキングにも便利だ。それぞれの状況に応

じたロープワークを覚えておくだけで、キャンプの楽

しみはさらに広がる。  

●キャンプサイトで必要な基本的なロープワークは、 

1.タープのポールに輪を作って張り綱を掛ける「もや

い結び」。カヌーを杭などに繋いでおくのにももやい

結びは有効だ。 

2.タープの張り綱をペグに掛けて引く場合は、ロープ

の長さを自由に調節できる「自在結び」を使う。 

3.枝をまとめて結わき鍋を置く三脚を作るには「三脚

しばり」がいい。 

4.2 本の立木を利用しロープを掛けるには「ふた結

び」で留める。 

5.の「まき結び」は汎用性も高くアウトドアで重宝す

る。  

 

もやい結び 

「もやう」とは、舟を繋ぐ時に言う言葉。杭に

舟を繋ぐ時、輪が閉まらずに固定でき、しか

も解きやすいことからその名になった。応用

範囲が広く、アウトドアでは覚えて絶対に重

宝する結び方だ。   

1.ロープの途中に輪を作る。 

2.ロープの端をその輪に通す。 

3.そのまま元のロープの後ろ側に通

す。 

4.端を元のロープに巻くように再び端を

輪に通す。 

5.ロープの端と輪を持って引き、形を整

え、テンションを掛ける。  

自在結び 

テントやタープを張る時に必ず使うのが、自

在結びだ。張り綱をペグダウンする時に結

び目を動かすことで、長さを自在に調節する

ことができる。強いテンションが掛かるほど

よく止まる。   

1.タープのポールなどから引いてきたロ

ープをペグに掛けて引き、 

2.端を元のロープの外側から二度から

める。 

3.ループの反対側で元のロープの上側

から端を輪に通す。 

4.最後に結び目を強く締めて完成。 

5.結び目を持ってスライドする。  

 


